
　
平
成
２
８
年
度
総
会

の
閉
会
に
引
き
続
き
、

北
見
赤
十
字
病
院
の
吉

田
院
長
か
ら
感
謝
状
が

逢
坂
代
表
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
「
北
見
赤

十
字
病
院
の
医
療
活
動

に
携
わ
る
全
て
の
人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

共
有
し
、
日
赤
の
医
療

活
動
の
現
状
と
将
来
を

考
え
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
」
に
平
成
２
２
年

１
月
に
当
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
病
院
の
現
状
を
知
る

た
め
に
勉
強
会
や
院
内

見
学
会
な
ど
に
着
手
し

ま
し
た
が
、
具
体
的
活

動
で
思
い
悩
む
年
月
が

続
き
ま
し
た
。

　
漸
く
、
私
た
ち
は
病

院
の
「
応
援
団
・
広
報

部
」
の
仕
事
が
使
命
と

気
づ
き
ま
し
た
。

　
平
成
２
６
年
８
月
、

「
熱
烈
歓
迎
　
北
見
赤

十
字
病
院
・
研
修
医
の

皆
さ
ん
　
焼
き
肉
と
地

ビ
ー
ル
そ
し
て
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
　
北
見
で
の

思
い
出
づ
く
り
の
集

い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
医
の
皆
さ
ん
か

ら
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
、

当
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
２
７
年
１
０

月
、
第
５
１
回
日
本
赤

十
字
社
医
学
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
日
本
赤
十

字
社
や
全
国
の
赤
十
字

病
院
の
皆
さ
ん
、
１
７

０
０
人
余
が
北
見
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
発
表
会
場

（
北
見
市
立
体
育
セ
ン

タ
ー
・
東
陵
公
園
）で
、

会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

の
接
待
と
会
の
活
動
を

示
す
パ
ネ
ル
展
を
当
会

が
担
当
し
、
全
国
の
い

く
つ
か
の
赤
十
字
病
院

ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を

同
院
が
評
価
し
、
今
回

の
感
謝
状
の
授
与
に
な

っ
た
の
で
す
。
会
員
皆

で
受
賞
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
な
お

一
層
、
活
動
の
内
容
を

充
実
し
て
参
り
ま
す
。

　
感
謝
状
に
添
え
ら
れ

た
お
礼
の
金
一
封
は
会

の
運
営
資
金
と
し
て
大

切
に
使
い
ま
す
。

（３）２０１６年（平成２８）年３月２５日（金）　機関紙 オホーツクの風 第００１６号 発行責任者 逢坂信治
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